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第
Ⅰ
章
で
は
、
文
化
遺
産
を
日
本
が
ど
の
よ
う
に
保
護
し
、
継
承
し
て
き
た
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
見
て
き
ま
し
た
。
次
に
、
現
在
の
文
化
遺
産
保
護
の
制
度
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

日
本
の
文
化
遺
産
保
護
制
度
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
古
器
旧
物
保
存
方
の
太
政
官
布
告
に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

古
社
寺
保
存
法
、
国
宝
保
存
法
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
、
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
が
順
次
制
定
さ
れ
、

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
こ
れ
ら
を
統
合
・
充
実
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
現
在
の
文
化
財
保
護
法
で
す
。
文
化
財
保
護
法

は
、
時
代
の
進
展
、
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用
の
必
要
性
に
基
づ
い
て
そ
の
都
度
改
正
さ

れ
、
今
日
ま
で
我
が
国
の
文
化
遺
産
保
護
制
度
の
根
幹
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
財
保
護
法
以
外
に
も
、
文
化
遺
産
保
護
に
関
し
て
は
景
観
や
ま
ち
並
み
、
歴
史
的
風
致
の
保
全
な
ど
ま
ち
づ
く
り

関
連
の
法
制
度
や
観
光
関
連
の
法
制
度
、
ユ
ネ
ス
コ
の
条
約
な
ど
国
際
的
な
取
組
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

本
章
で
は
、
文
化
財
保
護
法
の
仕
組
を
中
心
と
し
つ
つ
他
の
法
律
も
含
め
、
文
化
遺
産
保
護
の
た
め
の
制
度
と
、
文
化
遺
産
保
護

を
担
当
す
る
国
と
地
方
の
行
政
組
織
に
つ
い
て
概
観
し
ま
す
。
各
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
Ⅲ
章
以
下
に
記
す
こ
と
に
し
ま
す
。
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文
化
財
保
護
法
で
は
、
文
化
財
を
有
形
文
化
財
、
無
形
文
化
財
、
民
俗
文
化
財
、
記
念
物
、
文
化
的
景
観
、
伝
統
的
建
造
物
群

の
六
つ
の
種
類
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
（
第
二
条
第
一
項
）。

①
有
形
文
化
財
⋮
⋮
⋮
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
そ
の
他
の
有
形
の
文
化
的
所
産
で
我
が
国

に
と
っ
て
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
こ
れ
ら
の
も
の
と
一
体
を
な
し
て
そ
の
価
値
を
形

成
し
て
い
る
土
地
そ
の
他
の
物
件
を
含
む
。）
並
び
に
考
古
資
料
及
び
そ
の
他
の
学
術
上
価
値
の
高
い

歴
史
資
料

②
無
形
文
化
財
⋮
⋮
⋮
演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
そ
の
他
の
無
形
の
文
化
的
所
産
で
我
が
国
に
と
っ
て
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価

値
の
高
い
も
の

③
民
俗
文
化
財
⋮
⋮
⋮
衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中
行
事
等
に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
、
民
俗
技
術
及
び
こ
れ
ら
に

用
い
ら
れ
る
衣
服
、
器
具
、
家
屋
そ
の
他
の
物
件
で
我
が
国
民
の
生
活
の
推
移
の
理
解
の
た
め
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の

④
記
念
物
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
貝
づ
か
、
古
墳
、
都
城
跡
、
城
跡
、
旧
宅
そ
の
他
の
遺
跡
で
我
が
国
に
と
っ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上

価
値
の
高
い
も
の
、
庭
園
、
橋
梁

り
ょ
う

、
峡
谷
、
海
浜
、
山
岳
そ
の
他
の
名
勝
地
で
我
が
国
に
と
っ
て
芸

術
上
又
は
観
賞
上
価
値
の
高
い
も
の
並
び
に
動
物
（
生
息
地
、
繁
殖
地
及
び
渡
来
地
を
含
む
。）、
植
物

（
自
生
地
を
含
む
。）
及
び
地
質
鉱
物
（
特
異
な
自
然
の
現
象
の
生
じ
て
い
る
土
地
を
含
む
。）
で
我
が
国

に
と
っ
て
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の

⑤
文
化
的
景
観
⋮
⋮
⋮
地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
我
が
国

民
の
生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
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⑥
伝
統
的
建
造
物
群
⋮
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物
群
で
価
値
の
高
い
も
の

ま
た
、
以
上
の
文
化
財
と
同
様
の
種
類
と
し
て
は
定
義
づ
け
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
埋
蔵
文
化
財
と
文
化
財
の
保
存
技
術
も
法

的
な
保
護
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
1
）。

「
埋
蔵
文
化
財
」
と
は
、
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財
の
こ
と
で
す
（
第
九
二
条
）。
貝
づ
か
、
古
墳
、
建
物
の
跡
な
ど
の

遺
構
で
「
記
念
物
」
に
相
当
す
る
も
の
や
、
土
器
、
石
器
、
木
簡
な
ど
の
遺
物
で
出
土
し
た
場
合
は
、
有
形
文
化
財
や
有
形
民
俗

文
化
財
な
ど
に
相
当
す
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

「
文
化
財
の
保
存
技
術
」
と
は
、
そ
れ
自
体
は
文
化
財
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
化
財
の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
能
の
こ
と
で
す
（
第
一
四
七
条
）。

二  

文
化
財
保
護
の
手
法
―
指
定
、登
録
、選
定
等

文
化
財
保
護
法
で
は
、
保
護
の
対
象
と
し
て
定
義
づ
け
た
六
種
類
の
文
化
財
と
文
化
財
の
保
存
技
術
に
つ
い
て
、
重
要
な
も
の

を
指
定
・
登
録
・
選
定
な
ど
し
て
保
護
し
て
い
ま
す
（
図
1
参
照
）。

（
一
）
指
　
　
定

六
種
類
の
文
化
財
の
う
ち
、
有
形
文
化
財
、
無
形
文
化
財
、
民
俗
文
化
財
及
び
記
念
物
に
関
し
て
は
、「
指
定
」
と
い
う
手
法

で
特
定
し
た
う
え
で
保
護
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
は
、
有
形
文
化
財
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
重
要
文
化
財
に
、
無
形
文
化
財
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
重
要
無
形
文
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図1　文化財の体系図（文化庁資料より作成）

有形文化財

無形文化財

民俗文化財

重要文化財 国　宝

登録有形文化財

重要無形文化財

登録無形文化財

登録無形民俗文化財

重要文化的景観

選定保存技術文化財の保存技術

重要無形民俗文化財

重要有形民俗文化財

登録有形民俗文化財

記録作成等の措置を
講ずべき無形文化財

記録作成等の措置を
講ずべき無形の民俗文化財

伝統的建造物群 伝統的建造物群
保存地区

建造物
美術工芸品　絵画、彫刻、
工芸品、書跡、典籍、古文
書、考古資料、歴史資料

有形の民俗文化財　無形の
民俗文化財に用いられる衣
服、器具、家屋等
無形の民俗文化財　衣食住・
生業・信仰・年中行事等に関
する風俗慣習、民族芸能、民
族技術

記念物

文 化 財

埋蔵文化財

文化的景観

史跡 特別史跡

特別名勝

特別天然記念物

名勝

天然記念物

登録記念物

遺跡　貝塚、古墳、都城跡、
城跡、旧宅等
名勝地　庭園、橋梁、峡谷、
海浜、山岳等
動物、植物、地質鉱物

地域における人 の々生活又
は生業及び当該地域の風土
により形成された景観地
棚田・里山・用水路等

演劇、音楽、工芸技術等

指定

指定

指定

指定 指定

文化財の保存に必要な材料や
用具の生産製作、修理・修復の技術等

土地に埋蔵されている文化財

宿場町、城下町、農漁村等

指定

指定

選択

選択

登録

登録

登録

選定

選定

重要伝統的建造物群
保存地区

市町村が
決定

都道府県または
市町村の申出に
基づき選定

指定


